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妖怪や本地物、異類婚など様々な「怪奇」と、常識はずれや誇張、言葉遊
び、風刺などの辛辣でブラックな「笑い」を軸に、豊饒、多岐な室町のお伽
草子世界の魅力に迫る。
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怪奇ロマンとユーモア
沢井耐三 著
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第Ⅰ章　怪奇と風雅の間
『うたたねの草子』―二人同夢の怪異と浮舟残像―
『鼠草紙』―人獣交姦の悲劇、 隠された身上書―
『浅間の本地』―さまよえる物語の中世・近世―
第Ⅱ章　説話的空間
『狐の草子』―狐媚と賀陽良藤説話―
『幻夢物語』―稚児の敵討と枯骨報恩説話―
大阪市立美術館蔵 『化物草紙』
  ―絵画化された『今昔物語集』の怪奇説話―
『音なし草紙』再論　―親王とは誰か？　教訓か、 艶笑か―
第Ⅲ章　異類の小宇宙
『ふくろふ』―艶書における謎々とレトリック―
フクロウ物語の系譜 
  ―『鴉鷺合戦物語』・『ふくろうの草子』・ 『あだ物語』―
『鼠猫論』―猫と鼠、 火花散らす論争―
『医文車輪書』―戦国武将の医術とユーモア―
『鴉鷺合戦物語』―空想と風刺のいくさ物語―
『精進魚類物語』―流布本再評価・山科言継本の周辺―
第Ⅳ章　歴史と文学の間
『見聞諸家紋』編者考　―「石井康長」 という人物について―
『家忠日記』の戯画　　―撃甕救児図・文字絵の人丸ほか―
物売りの呼び声　―「菜かう」 「菜さう」「菜かはう」―
『永正五年狂歌合』 注解　―困窮する公家たちの自嘲のうた―
第Ⅴ章　資料翻刻
大阪市立美術館蔵『化物草紙』
『鳥物語』（『ふくろふ』）
『浅間由来記』（『浅間の本地』） 架蔵
『武田実記』愛知県新城市・鳳来寺蔵

室町物語研究絵巻・絵本への文学的アプローチ　　

室町物語と古俳諧室町の「知」の行方

A5判・390頁・定価：8400円＋税
　成立・読者層の異なる短編の物語作品を丁寧に読み解き、物語世界に表現される中世の思想や民
俗・文化、人々の生活の様相を垣間見る。

沢井耐三 著 

中世、室町時代に生まれた知的な「笑いの文学」世界を探求する、室町末期の下克上の価値観を反映し
て生まれた俳諧文学の系譜を、『和漢狂句』から貞徳俳諧初期に探る。巻末には初の『筆結の物語』全文
翻刻をはじめ四種の翻刻資料を収載。
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